
10月９日 「第１回 多文化共生講演会」を開催。
東日本大震災で実際に起きた避難所での出来事＊を基に、４人１組でロールプレイング（役を演じる）を実施しました。

◦�“外国籍の人＝英語で会話をしないといけない”という先入観
があり、今まで外国籍だと判断すると、話も聞かずつい逃げ
てしまっていました。

◦�まず相手が言うことを「聴く姿勢」と「理解しようとする気持
ち」が大切だと思いました。

◦�“分かり合いたい”と思うことが大切。コミュニケーションは
言葉だけでなく、ジェスチャーや表情でも伝わるんですね。

◦�完璧な言葉でなくてもいいから“伝えよう”という気持ちで
「やさしい日本語」を使えばいいのだと分かりました。

　参加者は、「当事者意識を持ち」「相手の立場に立って考えてみる」こと
で“外国籍の人たちがお客様ではなく、共に暮らし、共に地域社会を創る

「担い手」であること”を実感しました。そしてなにより「分かり合いたい」
という気持ちを持ったからこそ得られた学びがあったようです。
　第２回目は「やさしい日本語を使おう」です。ぜひ参加してください！

●日時　12月12日㈰　13時30分～15時30分（13時受付）

●場所　市役所501
●講師　村
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●人数　30人（要申込）　●申込期限　12月３日㈮まで

●申込方法　電子申請
https://www.shinsei.elg-front.
jp/fukuoka/uketsuke/
form.do?id=1633933609187
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英語がしゃべれないと
外国籍の人とはコミュニケーションがとれないって、本当？

〈役になりきった参加者の意見〉

【第２回 多文化共生講演会 ～やさしい日本語を使おう～】
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オンラインでの講演会になる可能性があります。

［問い合わせ］　まちづくり推進課　☎９４２－１１６５

＊�避難所の手伝いをしたい外国籍の人が日本語で話しかけているのに、日本人は英語で話しかけられ
ていると思い込み、よく聞かずに対応してしまうという内容です。
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電子申請はコチラ▶

（地域国際化推進アドバイザー
　公益財団法人 兵庫県国際交流協会相談員）


